
行政評価制度の概要について 
 

１ 行政評価制度導入の背景と役割 

 行政を取り巻く環境変化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「厳しい財政状況にあっても、区民に対する区の責務を果たしていかなければならない」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政評価の役割 

 

 

 

 

 

 

・ 必要な区民サービスの継続的な提供 

・ 次世代に負担を残さない健全財政の確立 

・ 区民に対する説明責任の徹底 

景気の低迷などによる

財政状況の深刻化 

 

少子・高齢化などによる

行政ニーズの増大 

 

 
厳しい「区民の目」 

 

民間（営利・非営利）

サービスの拡大 

 

改革・改善への 

きっかけづくり 
職員の意識改革 

 

税金の使い道と成果

を分かりやすく説明 



 

２ 行政評価制度の仕組み 

行政評価制度とは、区の仕事が「誰のために」、「何を目的としたものなのか」、「いつ

までに実現するのか」など、目的・目標を明確にしながら、その仕事が「どれだけ区民

の役に立っているのか」を区民の皆様の視点に立って評価し、結果を改革・改善につな

げる仕組みです。 

評価と改善を毎年繰り返すことにより、区政運営を改革・改善していく仕組みを確立

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、上記の内容を記した評価表を公開することで、区の現状を区民の皆様に分かり

やすく説明することができます。 

さらに、評価活動を通して、「区民に対していかに役に立つことができるか」といっ

た顧客志向・成果重視の考え方を全庁的に浸透させていきます。 

・ 今、区が提供すべきサービスなのか？ 

・ どれだけ区民の生活に役立っている

か？ 

・ いかに無駄なく行っているか？ 

・ 他にもっと良い方法はないか？ 

区政運営を向上さ

せ続ける仕組みの

確立 

行政評価 

（Ｃｈｅｃｋ） 

「施策に貢献している事務事業を

拡充する」 

「執行方法を見直し、効率化を図る

べきである」 

評価のイメージ 

「PR活動に重点的に取り組む」 

「一部委託化し、柔軟な運営体制を

つくるとともに人件費を削減する」 

「対象者を拡充する」 

 

改革・改善のイメージ 

改革・改善の結果を踏まえた 

企画立案 

目標の設定 

評価の視点 

事業の実施 

（Ｄｏ） 

計画・予算 

（Ｐｌａｎ） 

改革・改善 

（Ａｃｔｉｏｎ） 

PDCAサイクル 


